


    
    


    




        　考え事をする時、ある種の定義があるとわかりやすい。モノは言いようだけれども、「負け犬の遠吠え」で使われている「負け犬」というフレーズが本の中でかなり占めている。

　結婚適齢期を過ぎつつあるもう若いと手放しでは言えなくなった働く独身女性のことを「負け犬」そのものとしてではなく、単にわかりやすくしたなんの悪意もない代名詞として使われている。

　私がなにかについて定義するならば、今現在を創り上げることになった事象（例えば歴史とか）はなんの悪意もなく全て「勝者」と定義付けしたい。戦争も大地震もキリストの誕生、エジソンによる電気の発明など良いこと悪いこと、今の現在を創り上げることになった事象だ。それを勝者とするならば、「敗者」はどうだろうか？

　逆に歴史を創り上げることのできない事象というのは、過ぎ去りつつある時代を越えてもなお、一見無駄になるかもしれない茫漠としたカタチのない感情とかではないだろうか？

　「敗者」は辛いことも喜びもあるだろう。でも定義づけることによって、それはみんなが分かち合いたくても分かち合えない、ジレンマに似ていると私は考察する。人間らしさをそこに行きあたるのではないだろうか？
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